
 

 

 

 

 

 

  

特定健診等データ請求時のエラー事例について 

今回は特定健診等データを請求する際にエラーとなる事例について説明します。 

 

1 詳細・追加健診で血清クレアチニンや心電図を実施する際の注意点について 

 ・詳細・追加健診で血清クレアチニンや心電図を実施する際は、対象者欄にコード値の入力を行う必要が 

あります。 

 ・検査を詳細健診と追加健診のどちらで実施するのかによってコード値の設定が異なるため、請求の際は 

注意していただくようお願いします。 

 ・詳細については、下記の一覧表をご参照ください。 

項目名 コード値 コード値の意味 

血清クレアチニン 

（対象者） 

0 詳細な健診の項目として実施しない場合で、値を出現させるときに入力 

1 検査結果による血清クレアチニン検査対象者 

心電図 

（対象者） 

0 詳細な健診の項目として実施しない場合で、値を出現させるときに入力 

1 検査結果による心電図検査対象者 

2 不整脈による心電図検査対象者 
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2 留意事項 

 ・請求データのエラーとなった場合には、「返戻」となり 

費用のお支払いができない場合があるため、ご注意ください。 

 

特定健診だより  
No.22（令和 4 年 2 月号） 

〔連絡先〕 宮崎県国民健康保険団体連合会 保険者支援課 保険者支援係 （本館２階） 

       住所：宮崎市下原町２３１－１  

       ＴＥＬ：（０９８５）２５－５２０８  ＦＡＸ：（０９８５）３１－４３８８ 

       本会 HP：https://www.kokuhoren-miyazaki.or.jp/ 

適正な請求に 

ご協力ください。 

 

追加健診項目として心電図を実施しているが結果入力欄に「1」が 

入力されているため、エラーとなる。 

追加健診項目として実施し、値を出現させるときは「0」を入力する。 


